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工事概要

事故概要

事故原因

改善策

様式６

公 共 工 事 等 事 故 情 報

１　台車移動時には左右１名作業員を配置し安全に移動させる。
２　高所での作業であること、床面に勾配がついている場所での作業であることの意識を作業員にもた
せる。
３　吊足場の組立解体中は、端部2スパン手前と長手方向1スパン手前に巾木とネットにて落下防止設
備を設け、組立したスパン毎に設置する。
４　台車を停止させる時はタイヤストッパーをかけ、さらにスリングで固定する。台車とガイドワイヤー緊
結金具を強固なものに交換する。
５　屋根鉄骨トラス梁の勾配頂点部分に目印をつける。ウインチは頂点より手前に設置する。台車に乗
せた資材を荷締めする。

事故状況図

改善状況図

令和５年８月３日（木曜日）　１１時３０分

吊足場直下の座席、土間の損傷

仮設業者が足場の材料を移動していた時に吊足場より材料が落下し、座席及び土間が損傷した。
　（人的被害なし）

ウィンチ取付位置を誤って下り勾配部としたことに起因し、台車が自重で移動する危険性に対する対
策が講じられていなかったことにより事故に至ったものと考えられる。

屋根改修工事

勾配頂点

部分に目印設置

台車積載時の

荷締め

端部２スパン手前に巾

木とネットを設置

長辺方向１スパン手前

に巾木とネットを設置


